
10．国際委員会

委員長 宮 崎 勝

1．国際委員会情報について
本会と密接な関連がある国際学会ならびに主要国の外科系学会の最新情報を逐次整理して，日外会誌上

に随時掲載している．
2．外国人名誉会員について
外国人名誉会員の推薦について，2011 年の第 111回定期学術集会が東日本大震災の影響で紙上開催となっ
たことから，第 1号議案で報告のあった第 111 回で推薦予定であったHans D. Saeger 教授に加えて，Peter
Neuhaus 教授とHiram C. Polk, Jr. 教授の 3名を推薦した．
3．ドイツ外科学会との若手外科医の学術交流制度について
本会とドイツ外科学会とでそれぞれの学術集会に日本側，ドイツ側から推薦のあった若手外科医を 1名

ずつ招聘し，学術発表の機会を与える交流である．昨年開催された第 128 回ドイツ外科学会には澤木 正
孝 正会員（名古屋大学がんプロフェッショナル養成プラン特任講師）と杉町 圭史 正会員（九州大学
消化器・総合外科特任講師）の 2名が参加された．本年の第 129 回は，馬場 祥史 正会員（熊本大学消
化器外科）が参加される．ドイツ側から第 111 回に 1名参加予定であったが，紙上開催となったことから
参加することが出来なかった．そのため，本年の第 112 回には，Daniel Palmes 先生（Klinik und Poliklinik）
と Ulrich Bork 先生（Klinik fur Allgemein）の 2名が参加される．
4．American College of Surgeons（ACS）との若手外科医の学術交流制度について
本会ならびにACS Japan Chapter と ACSとでそれぞれの総会に日本側，ACS側から推薦のあった若手

外科医を 1名ずつ招聘し，学術発表の機会を与える交流である．昨年開催された第 97 回 ACSには山田
豪 正会員（名古屋大学消化器外科）が参加し，本年の第 98 回は，小松 周平 正会員（京都府立医科大
学消化器外科）が参加される．ACS側から第 111 回に 1名参加予定であったが，紙上開催となったことか
ら参加することが出来なかった．そのため，本年の第 112 回には，Matthew Hanasono 先生（University
of Texas MD Anderson Cancer Center）と Stephen R. Grobmyer 先生の 2名が参加される．
5．Society of University Surgeons（SUS）との交流について
従来から交流を行ってきた SUSについては，国際委員会が交流の窓口となっている．今年 2月に開催さ

れたAcademic Surgical Congress では，本会から 11 演題が受け入れられた．
6．デベロピングカントリーの外科医との交流（トラベルグラント）について
第 93 回総会より実施されたこの制度は，第 94 回総会の際から本会の正式事業として，30 名分の旅費を

補助している．本年度も，選考に際しては会頭のサポートに徹した．
選考時に考慮すべき要件（覚書き）
1）地域性
2）研究発表の分野
3）複数回の応募（当選している場合と，応募するも落選している場合が考えられ，前者は選考から外
し，後者については選考の対象とし，できれば選出する）

7．International Federation of Surgical Colleges について
I．F． S．Cに関しては，昭和 55 年度より再加入し交流を開始しているが，今村正之名誉会員が対処し

ている．その事業としては各国外科学会の情報の収集，分析，WHOの諮問に対する提案，発展途上国外科
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学会に対する助言と外科医の短期間派遣などの援助を行っている．
8．研修証明書（Certification）発行について
平成 4年度より，本会の認定施設において研修を行った海外からの留学医師に対して標記を授与してい

る．規定は下記の通りである．
海外からの留学医師に対する研修証明書（Certification）規定
1）本証明書は，海外からの留学医師が，外科学会の認定する施設において一定期間の研修を終了したこ
とを証明するものである．

2）外科学会国際委員会は当該施設より提出された一定書類に従い本証明書の発行を行う．
3）研修期間は 6カ月以上とする．
4）本証明書には，外科指導責任者の署名および外科学会会長の署名を必要とする．
5）本証明書発行に必要な費用（5,000 円）は被証明者負担とする．
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Ⅳ．社会貢献・責務

11．保険診療委員会

委員長 岩 中 督

委員会を 8月 23 日に開催した．まず，最初に，本年度の活動方針について検討し，本年度も例年のよう
に臓器別専門小委員会を設置する事とした．すなわち，日本移植学会，日本胸部外科学会，日本呼吸器外
科学会，日本消化器外科学会，日本小児外科学会，日本大腸肛門病学会，日本内分泌外科学会，日本乳癌
学会，日本臨床外科学会の各学会にも所属している日本外科学会保険診療委員の先生方に，総括，総論，
乳腺，内分泌，上部消化管，下部消化管，肝胆膵脾，肺縦隔，心血管，小児，移植の各分野の臓器別専門
小委員会の委員になって頂き，小委員会ごとに保険診療報酬に関する改正要望項目を作成して頂いた．総
括小委員会において，臓器別専門小委員会から提出された要望事項と 1回の手術で複数の臓器切除等を行
う複数手術に関する要望をまとめて，「社会保険診療報酬に関する改正要望書」を作成した．6月に厚生労
働省に提出し，保険診療報酬改正を要望した．
さらに，日本外科学会でまとめた診療報酬の改正要望項目の中から重要要望項目を選択し，外科系学会

社会保険委員会連合（外保連）に提出した．外保連より，要望順位づけ検討ワーキンググループの設置に
伴う作業依頼があり，A評価項目を検討した．
その後，厚生労働省より，外保連を通して改正要望書に対するヒアリング依頼があり，8月 23 日に打ち

合わせをし，9月 9日のヒアリングに対して日本臨床外科学会と合同で 1．手術通則 14 の改正，2．経皮経
頸部食道胃管挿入術，の 2項目のヒアリング対応をした．
また，ティーエスワンを食道癌に使用するため，「ティーエスワン」食道癌への保険適用に関する要望書

（巻末）を提出した．
なお，保険診療委員会の恒常的な活動として，外保連の手術委員会，処置委員会，検査委員会，麻酔委

員会，実務委員会の委員として，保険医療の適正化及び外保連試案改訂（『外保連試案 2012』12 月発行）に
ついて活動を行った．
外保連より，引き続き，手術名のコーディング及び医療材料・医療機器，生体検査に係る医療材料のワー

キンググループの設置に伴う作業依頼があり，矢永委員を代表委員（医療材料・医療機器は座長）として
対応した．
その他，厚生労働省の要望により，ICD-11 への改訂に向けた協力や体制の検討を行った．
以下に日本外科学会から厚生労働省に提出した要望書の結果及び複数手術に関する要望結果を転載する．
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